
 

 梅雨の時期になりました。雨模様や肌寒い日々が続き、気持ちが沈んでしまう人もいるかもしれませ

ん。栄養バランスの整った食事や良質な睡眠など規則正しい生活を送ることで、心も体も元気になるの

で、再度自分の生活習慣を見直してみましょう。６月は気温差が激しい時期でもあるので、衣服の調節を

して風邪を引かないように自己管理しましょう。 

 

 

 

 

 各検診終了後、結果通知と受診勧告書を配布しています。子ども医療助成制度を利用して病院受診が

できるのは、高校生までです。夏季休業期間などを活用して、計画的にむし歯治療や眼科受診などをしま

しょう。受診後は、「受診報告書」を保健室まで提出してください。 

 

 

 

  

  

６月 ４日(火) 眼科検診 希望者、対象者 事前の問診票で該当者を抽出します。 

６月 ５日(水) 歯科検診 ２年生 当日の朝と昼の歯磨きをしっかりとしておく。 

６月 12 日(水) 内科検診 １年生 上の体操服を持参する。 

南宇和高校 

保健室 

健康診断が終わるまであと少しです。 

準備物や注意点をしっかりと把握して、検診を受けるようにしましょう。 

 歯と口の健康週間は、正しい知識を身に付け、歯科疾患の予防に関する適切

な習慣を定着するとともに、歯科疾患の早期発見・早期治療を徹底することに

より、歯の寿命を延ばして健康の保持増進を図ることを目的としています。 

 歯科検診の結果、むし歯や歯肉炎と診断された人は、歯の健康を維持するた

めに早めに歯科医院を受診するようにしましょう。 



 

 

 

●食中毒予防の３原則🍚 

・細菌を食べ物に「付けない」 ・付着した細菌を「増やさない」 ・付着した細菌を「やっつける」 

 

 「食中毒」と聞くと、飲食店や購入した食品が原因と思われがちですが、毎

日食べている家庭の食事でも発生する可能性があります。普段当たり前にし

ていることが、気温や湿度の変化から食中毒に繋がることがあるため、正しい

知識を持って予防することが大切です。 

 家庭での食中毒は軽い症状だったり、発症者が少なかったりして適切な処

置ができずに重症化することがあります。 

 ６月は気温と湿度の変化が激しい時期です。暑さに慣れていない今だから

こそ、熱中症になりやすいため、警戒する必要があります。まずは気温が低い

早朝や夕方に体を動かしてみたり、30 分程度の軽い運動から始めてみたりし

て暑さに備えた体づくりをしましょう。めまいや吐き気、頭痛などの症状がで

きたときには、無理をせずに体を休めて水分補給をするようにしましょう。 


